
小山田地区市民センターでは、小山田地区にお住いのみなさまに「おやまだ」の魅力を再発見

していただく機会として、小山田地区内の寺社を巡る催しを昨年に引き続き開催します。
皆様、お誘いあわせのうえ、是非、ご参加ください。

日 時：３月９日（土）１０時～1１時３０分頃（終了予定）
場 所：小山町地内 小山町いこいの広場集合
内 容：小山町内散策（約2.5km）

・小山町内の寺社などを巡ります。地元の方からの解説もあります。
・古民家カフェ「里山」にて甘酒等のふるまいがあります。

※スケジュール・内容は都合により変更となる場合がございますので、予めご了承ください。
参加料：無料
お願い：＊飲み物は、各自でご準備ください。

＊寒くなることが予想されますので、寒さ対策を各自で充分お願いします。
雨天時：内容を縮小し古民家カフェのみで交流会とします。また、暴風警報、大雪警報が発令されて

いる場合は、中止とさせていただきます。
申込み：3月6日(水)までに当センター窓口またはお電話にてお申し込みください
主催・問い合わせ：小山田地区市民センター 328-1001

平成３１年２月５日平成３１年２月５日平成３１年２月５日平成３１年２月５日
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小山田地区市民センター

ＴＥＬ：３２８－１００１

ホームページアドレス

http://oyamada3320.sakura.ne.jp

１月２６日、第５６回四日市市高齢者福祉大会が開催され、

永年にわたり老人クラブの指導者として、クラブ活動の推進

に努め、老人福祉の向上に貢献された功績をたたえ、鹿間町

の山家多喜男さんに四日市市長表彰が贈られました。

四日市市食生活改善推進協議会

日 時：３月１３日（水） １０：００～１３：００

場 所：小山田地区市民センター ２階 実習室

講 師：四日市市ヘルスメイト

問合せ：小山田地区市民センター ＴＥＬ：３２８－１００１

※メニューなど、詳しくは３月上旬号に掲載しますので、

楽しみにお待ちください。



⑫安性寺

寛政元年（１４６０）、播磨坊（第１世）が本山真慧上人に帰依し、山田に

真宗高田派の坊を建てました。文化５年（１８０８）、第１１世宜教が本堂を

再建しましたが、安政元年（１８５４）安政大地震で本堂が傾くも、その後修

復されました。

明治６年、法源寺が廃寺となり、観音像を預

かり、後に観音堂を建立しました。

十一面観音菩薩像（平安後期）は、萬松寺⇒

法源寺⇒当寺と移り、現在市の有形文化財とし

て認定されています。

現住職・竹内宜秀師は、矢田監物に関連する

資料を調査探索し、図表などを作成されています。

ウラ面もご覧くださいウラ面もご覧くださいウラ面もご覧くださいウラ面もご覧ください

⑬暁覚寺

延徳年間（１４８９－１４９１）禅宗・覚祐和尚が岡山に円通院（天台宗）を建立。

貞享３年（１６８６）現在地に移り本堂を建立しました。

後に真宗本願寺派に改派し、松応山・暁覚寺と改称しました。明治６年

法源寺（１５８６年開山）が廃寺となり、釈迦如来像を預かり、後に釈迦

堂を建立しました。

釈迦如来坐像（鎌倉中期）は、法源寺⇒

当寺と移り、現在市の有形文化財として認

定されています。

納期限は２月２８日２月２８日２月２８日２月２８日((((木木木木))))です

固定資産固定資産固定資産固定資産税・税・税・税・都市計画都市計画都市計画都市計画税税税税 （第４期）
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キャッチフレーズの「みんなでしよにボランティア」にちなみ、3月4日を四日市のボランティア

の日とし、3月４日～３１日の期間、「四日市ボランティアキャンペーン」を開催します。

上記講座など、気軽にボランティアを体験できる活動メニューが盛りだくさん！

それぞれの参加には事前の申込みが必要です。興味のある活動に、ぜひご参加ください！

詳しくは、四日市市ボランティアセンターのホームページをご覧ください。

問い合わせ：四日市市社会福祉協議会四日市市ボランティアセンター

TEL：354-8144 FAX：354-6486 Eメール：y-vc@m3.cty-net.ne.jp 

HP : http://yokkaichi-syakyo.or.jp/volunteer-center/

小山田・水沢・桜地区のうち、鉄道やバスの利用が不便な地域を対象に、タクシーを使った

社会実験の利用登録を受け付けしています。

実施期間：平成３１年２月１日（金）～平成３１年３月３１日（日）

対象地域：小山田・水沢・桜地区（鉄道駅から８００ｍ、路線バス停から３００ｍ以内を除く）。

対 象 者：対象地域にお住まいの７０歳以上の方、及び、１８歳以上（平成２４年４月１日～

平成１３年３月３１日に生まれた方）で普通自動車運転免許を保有していない方。

利用登録期限：平成３１年３月２２日（金）

内 容：事前に利用登録していただいた対象者に利用券１６枚（１枚５００円割引）を配付

します。市内のみ、市内から市外、市外から市内へのタクシーを使った移動時に

ご利用いただけます。

※※※※利用には事前に登録が必要です利用には事前に登録が必要です利用には事前に登録が必要です利用には事前に登録が必要です

詳細なご案内については、お近くの地区市民センターに取りに来ていただくか、下記の

都市計画課公共交通推進室までご連絡いただければ案内を郵送いたします。

問い合わせ：都市計画課公共交通推進室

ＴＥＬ：３５４－８０９５ ＦＡＸ：３５４－８４０４

３／４ ユニバーサルデザインミニ講座

３／６ 公園に巣箱を設置しよう！

３／８・１６ アルミ缶を使って施設の利用者と交流しよう！

３／１０ 傾聴コミュニケーション講座

３／１４ 傾聴ボランティア養成講座

日 付 活動メニュー

３／１７・２４ 障害者スポーツを楽しもう！

３／２０ ボランティアニュース封入作業

３／２２ ジャガイモの苗を植えよう！

３／２３ 「５０歳からのセカンドライフ」講座

日 付 活動メニュー



いざというとき応急⼿当が役⽴ちます。
救命講習に参加しましょう！

目の前で愛する家族などが倒れたら、あなたは救うことができますか？居合わせた人が応急

手当をすることができたら、命を救える可能性が高くなります。そのためにもぜひ、救命講習
を受講しましょう。

四日市市消防本部では、どなたでも参加できる「定期普通救命講習会」のほか、各種救命講

習を開催しています。

三重県救急医療情報センター ＴＥＬ:０５９－２２９－１１９９
インターネットによる医療機関案内 「医療ネットみえ」で検索

ｈｔｔｐｓ：//www.qq.pref.mie.lg.jp
休日の診療所 四日市市応急診療所（四日市医師会館内）
ＴＥＬ：０５９－３５３－１７５９

「救急出動が過去最多を更新！」
救急⾞の出動件数は年々増え、四日市市消防本部では、平成３０年中に１５，９１０件の救急

出動があり、過去最多を更新しました。これは１日に平均すると４４件にもなります。
増加要因としては、昨夏の熱中症の増加と搬送の約6割を占める高齢者の増加が考えられます。

救急出動が重なった場合、救急⾞の到着が遅れてしまい、本当に救急⾞を必要としている傷病者
への救命処置が遅れ、救える命が救えなくなる恐れがあります。

救急⾞や救急医療は限りある資源です。⼀人でも多くの⽅を助け、⾃⾝の安⼼のためにも、救
急⾞の利⽤について、市⺠の皆さんのご協⼒をお願いいたします。

「救急病院が分からない」ときは救急医療情報の利⽤を！
「軽症」でも救急⾞の出動が必要となる緊急の場合もありますが、中には適切な情報があれば、

⾃ら医療機関などに⾏くことで対応できる場合もあります。「急病だが救急病院が分からないの
で救急⾞を呼んでしまう」ケースなどでは、救急医療情報の利⽤に努めましょう。

四日市市南消防署 ＴＥＬ：３４５－０５３０

四日市市 南部分署 ＴＥＬ：３４９－５１１９

南消防署からのお知らせです

ご協⼒を
お願いします！


